１号様式
推　　薦　　調　　査　　書
	
部　　門
	

	
推薦者
	


	
ふりがな
氏　　名
	


	
生年月日
（年齢）
	
 　　　　年　　月　　日生
        　　（　　　　歳）

	
本　　籍
	


	
現住所

	
〒
                                 （電話番号）

	
職　　業
	


	

功績概要

	




	

主
な
履
歴
｜
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に
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係
の
あ
る
履
歴
の
み
｜


	
























２号様式
功　　績　　調　　書

本　籍
現住所

                                         （ふりがな）
                                         氏　　名
                                         生年月日     年　　月　　日（　  歳）


１　性行



２　功績（具体的、かつ詳細に記述）
　［戦前］





　［戦後］

３号様式
履　　　歴　　　書

本　籍
現住所

                                         （ふりがな）
                                         氏　　名
                                         生年月日     年　　月　　日（　  歳）


                               学　　　　　歴

　　　　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　（卒業・終了・中退）


職　　　　　歴

（自）　　年　　月　　日
（至）　　年　　月　　日

（自）　　年　　月　　日
（至）　　年　　月　　日

（自）　　年　　月　　日
（至）　　年　　月　　日

（自）　　年　　月　　日
（至）　　年　　月　　日

（自）　　年　　月　　日
（至）　　年　　月　　日

（自）　　年　　月　　日
（至）　　年　　月　　日

賞　　　　　罰
          年　　月　　日
          年　　月　　日


推　薦　調　査　書（記載例）
	
部　　門
	
　伝統芸能・工芸部門
	
推薦者
	
　沖縄琉球舞踊協会

	
ふりがな
氏　　名
	
　れい　わ　 はな　こ
　令　和　花　子
	
生年月日
（年齢）
	
　昭和○○年○○月○○日生
        　　　　（８０歳）

	
本　　籍
	
沖縄県○○郡○○町○○字○○番地

	
現住所

	
〒
沖縄県○○市△△○丁目○番地の○　　　（電話番号）

	
職　　業
	
琉球舞踊家、指導者

	


功績概要


	　幼少期に○○○○道場に入門。昭和○○年の琉舞道場開設後60年余りにわたり琉球舞踊界で中心的役割を担ってきた。舞踊家として国内外で活躍する一方、指導者としても後進育成に力を注いでいる。
また沖縄琉球舞踊協会会長など要職を歴任し、琉球舞踊発展にリーダーシップを発揮した。現在は沖縄琉球舞踊協会相談役として業界を見守る。
平成○〇年○〇月に国指定重要無形文化財琉球舞踊保持者に認定。


	　 主
   な
   履
   歴
   ｜
   功
   績
   に
   関
   係
   の
   あ
   る
   履
   歴
   の
   み
   ｜

	
（自）昭和○○年○○月○○日
                      　　　　 ○○流令和花子琉舞道場開設
（至） 　現　　　在　 


（自）昭和○○年○○月○○日　 ○○流○○会家元襲名
  

（自） 昭和○○年○○月○○日
                       　　　　沖縄琉球舞踊協会会長
（至） 平成○○年○○月○○日


（自） 平成○○年○○月○○日
                       　　　　沖縄琉球舞踊協会相談役
（至）　　現　　　在


（自） 平成○○年○○月○○日　国指定重要無形文化財琉球舞踊保持者認定

（自） 平成○○年○○月○○日  沖縄県文化功労者表彰



功　績　調　書（記載例）

本　籍　沖縄県○○郡○○町○○字○○番地
現住所  沖縄県○○市△△○丁目○番地の○

                                       （ふりがな）  れい　わ    はな　こ
                                       氏　　名　令　和　花　子
                                       生年月日  昭和○○年○○月○○日（８０歳）


１　性行
　　幼少時に○○○○道場に入門し、以後、琉球伝統芸能とともに成長を重ねてきた。
　　人柄は温厚篤実で人望厚く、沖縄琉球舞踊協会会長を長く務めた。実演家として数多くの舞台で活躍し内外から高い評価を得るだけでなく、流会派を超えた後進の育成にもあたるなど、琉球舞踊の継承・発展に並々ならぬ思いがある。

２　功績
［戦前］
　昭和○○年○月○日、沖縄県○○郡○○町で生まれる。
　父○○は戦争中、サイパンで亡くなった。それ以来、母○○が女手一つで兄妹を育て上げた。

［戦後］
　○○町から○○市に移り住み、昭和○○年に○○○○道場に入門し○○○○師匠に師事。昭和○○年に師範免許を取得後、昭和○○年に○○流令和花子琉舞道場を開設、昭和○○年○○流○○会家元を襲名した。
　国内外で数多くの舞台を踏む実演家として、指導者として活躍している。○○新聞社主催琉球舞踊コンクールに第１回から○○年間審査員を務めるなど、○○新聞社主催芸能事業に草創期から関わった。
　昭和○○年に県指定無形文化財「沖縄伝統舞踊」保持者として、また平成○○年には国指定重要無形文化財琉球舞踊（総合認定）保持者として認定され、沖縄を代表する琉球舞踊家として認められている。また、弟子４名が県指定無形文化財「沖縄伝統舞踊」保持者に認定される等、後進の育成にも尽力している。
　昭和○○年○月から平成○年○月まで沖縄琉球舞踊協会会長を務め、○○の取り組みに尽力するなど、琉球舞踊の発展にリーダーシップを発揮した。
　昭和○○年○月には○○市政功労賞、平成○○年○○月には沖縄県文化功労者表彰を受賞した。
　現在は、沖縄琉球舞踊協会相談役として、業界の発展を見守る。


履　歴　書（記載例）

本　籍　沖縄県○○郡○○町○○字○○番地
現住所  沖縄県○○市△△○丁目○番地の○
                                       （ふりがな）  れい　わ    はな　こ
                                       氏　　名　令　和　花　子
                                       生年月日  昭和○○年○○月○○日（８０歳）

                               学　　　　　歴

　　　昭和○○年○○月○○日　　○○市立○○小学校卒業

職　　　　　歴

（自）昭和○○年○○月○○日　　○○流令和花子琉舞道場開設
                                
（至）　　現　　　在


（自）昭和○○年○○月○○日　　○○流○○会家元襲名


（自） 昭和○○年○○月○○日
                       　　　　 沖縄琉球舞踊協会理事
（至） 平成○○年○○月○○日


（自） 昭和○○年○○月○○日
                       　　　　 沖縄琉球舞踊協会副会長
（至） 平成○○年○○月○○日


（自） 昭和○○年○○月○○日
                       　　　　 沖縄琉球舞踊協会会長
（至） 平成○○年○○月○○日


（自） 平成○○年○○月○○日
                       　　　　 沖縄琉球舞踊協会相談役
（至）　　現　　　在

賞　　　　　罰

 昭和○○年○○月○○日  県指定無形文化財「沖縄伝統舞踊」保持者認定

 昭和○○年○○月○○日  ○○市政功労賞

 平成○○年○○月○○日　国指定重要無形文化財琉球舞踊保持者認定

 平成○○年○○月○○日  沖縄県文化功労者表彰
